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また， 項目の総合得点を空間得点として使用した．結果， 症例の各指標の平均変化は，同時処理 ，
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図 色積木の訓練構成図
変化は見られなかった．寝返り ヵ月，這い這い ヵ
月，座位 ヵ月，立位 ヵ月，独歩 ヵ月，コップ
で飲む 歳半，ボタンはめ 歳，発語は，
語は 歳， 語文は 歳であった．











理 ，認知処理 ，習得度 であった．
）症例
男児．在胎 週，帝王切開で出産．出生体重 ，
超低出生体重児． 点（ 分）， 点（
分）．未熟児くる病で産科フォロー．利き手は左手．
主訴は，小学校での学習の遅れ，不器用．










理 ，認知処理 ，習得度 であった．
）症例
女児．在胎 週，帝王切開で出産．出生体重 ，
極低出生体重児． 点（ 分）， 点（
分）．人工呼吸管理を行った．利き手は右手．主訴は，
小学校での学習の遅れ，不器用．















た． では と同様最初の から順序通
りに作ることができなかった．各 回繰り返すこと
でクリアーした． では は各 回練習
し， は各 回実施することでクリアーした．
では までは順調にクリアーしたが，






は 回練習を行い， では 回繰り返すこ
とでクリアーした． では， 個構成の
以降が構成できなかった．そのため， はそ
れぞれ 回， はそれぞれ 回練習を繰り返し
た． では までは順調にクリアーしたが，








リアーした． では， 個構成の 以降










表 に 症例の による訓練前，訓練後の
処理過程の指数および空間得点の変化，また，それ
ぞれの指標での 症例の平均変化を示した．
症例 では，継次処理 から ，同時処理 から
，認知処理 から ，習得度 から にそれぞれ
向上した．空間得点では，絵の統合 から で
ポイント，模様の構成 から ，位置さがし から
，空間得点 から と，絵の統合以外は向上した．
症例 では，継次処理 から ，同時処理 か
ら ，認知処理 から ，習得度 から で，習
得度以外はそれぞれ向上した．空間得点では，絵の
統合 から ，模様の構成 から ，位置さがし
から ，空間得点 から にそれぞれ向上した．
症例 では，継次処理 から ，同時処理 か
ら ，認知処理 から ，習得度 から で，習得
度以外はそれぞれ大きく向上した．空間得点では，
絵の統合 から ，模様の構成 から ，位置さが

































継 次 処 理
同 時 処 理






絵 の 統 合
模様の構成
位置さがし
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